
 静岡県保険医協会 在宅医療シンポジウム  

～在宅で看取りをするために多職種連携で何が必要か～ 
 

 

 

 

 

 

 
 

基 調 講 演 「患者中心の在宅医療・介護連携について」 

三浦 久幸氏（国立長寿医療研究センター 在宅連携医療部長兼在宅医療・地域連携診療部長） 

シンポジウム (順不同) 

「訪問診療からみた看取りにおける多職種連携の現状と課題」 
   レシャード カレッド氏（島田市レシャード医院長 日本在宅医学会専門医） 

「訪問看護ステーションの実態と在宅医療連携」 
   横田 佳苗氏（静岡市 訪問看護ステーションれん 所長 静岡県訪問看護ステーション協議会 理事） 

「在宅医療との連携を病院の立場から考える」(仮題) 
   平田 健雄氏（焼津市 岡本石井病院 院長 在宅療養支援病院） 

「在宅歯科医療と口腔ケアの位置づけ、役割について」 
   米山 武義氏（長泉町 米山歯科クリニック院長 日本老年歯科医学会専門医） 
 

日 時 2018年2月18日(日)13時～16時30分 

会 場 江崎ホール （静岡市葵区七間町 8-20 毎日江崎ビル 9 階 青葉通り沿い） 

対 象 医療・介護関係各職種等  参加費 無料 
 

 申込書 FAXでご返送下さい。054-281-7473  

□2/18「在宅医療シンポジウム」に参加する 

施設・団体名                  参加人数      人 

参加者名                                市・町 

私たちは県民医療の向上をめざす医師・歯科医師の団体です 

静岡県保険医協会 静岡市駿河区南町 18-1 サウスポット静岡 8 階 

Tel:054-281-6845 Fax:054-281-7473 

 多職種連携が地域包括ケアシステムや在宅医療のキ

ーワードとなって久しい。しかし現実に在宅で看取り

まで行おうとすると、そこには様々な課題、問題が山

積している。この企画ではそこに焦点を当てて、解決

の方向は何か、シンポジウム形式でそれぞれの立場か

ら提起していただく。 
 


